







































































































































































































































































（The Institute of Internal Auditors）が制定する「専門職的実施の国際基準(International Standards for 























































































































































































































































型の行政に転換していくことを基本とする。」 規制緩和推進３か年計画（改定）１ 目的 1999年３月
30日 閣議決定 
２ 「新たな規制改革推進３か年計画の策定に望む ２新たな規制改革推進計画への期待 (1)事前規制型か
ら事後チェック型の行政への転換」 2001年２月16日 経済団体連合会 
３ 日経シンポジウム「法化社会の企業責任」基調講演、「法化社会の企業責任」松尾邦弘元検事総長2006年
５月15日 http://www2.convention.co.jp/compliance/ 
４ 「市場と法」P.2 三宅伸吾 日経 BP 社 2007年10月29日 
５ 「会社法と金融商品取引法の見えざる構造」講義録 神田秀樹東京大学院教授 月刊資本市場 2006.10 
№254 











































査人協会 IIA、管理会計士協会 IMA、財務担当経営者協会 FEI）が「不正な財務報告に関する全国委員会
（委員長トレッドウェイの名前をとってトレッドウェイ委員会といわれる。）」を組織し、不正防止に対す
る検討を開始した。1992年、トレッドウェイ委員会（The Committee of Sponsoring Organizations of the 
Treadway Commission）は、「内部統制の統合的枠組み（Internal Control- Integrated Framework）」を公表した。
これが米国における新しい内部統制の枠組みで、委員会の頭文字をとって「COSO フレームワーク又は




















15 Description and Characteristics of Fraud, .05 Fraud is a broad legal concept and auditors do not make legal 
determinations of whether fraud has occurred. Rather, the auditor's interest specifically relates to acts that result in a 
material misstatement of the financial statements. The primary factor that distinguishes fraud from error is whether the 
underlying action that results in the misstatement of the financial statements is intentional or unintentional. AU 
Section 316 Consideration of Fraud in a Financial Statement Audit, Source: SAS No. 99 AICPA 
16 Characteristics of Fraud 4. Misstatements in the financial statements can arise from fraud or error. The distinguishing 
factor between fraud and error is whether the underlying action that results in the misstatement of the financial 
statements is intentional or unintentional. The term “fraud” refers to an intentional act by one or more individuals 
among management, those charged with governance, employees, or third parties, involving the use of deception to 
obtain an unjust or illegal advantage. Although fraud is a broad legal concept, for the purposes of this ISA, the auditor 
is concerned with fraud that causes a material misstatement in the financial statements. Auditors do not make legal 
determinations of whether fraud has actually occurred.International Standard on Auditing (ISA) 240, The Auditor’s 
Responsibility to Consider Fraud in an Audit of Financial Statements」 
17 Fraud - Any illegal acts characterized by deceit, concealment or violation of trust. These acts are not dependent upon 
the application of threat of violence or of physical force. Frauds are perpetrated by parties and organizations to obtain 
money, property or services; to avoid payment or loss of services; or to secure personal or business advantage. 































「スタンダード監査論」P.30-31 友杉芳正 中央経済社 2006年11月25日 
28 「監査基準 第四 報告基準 六 継続企業の前提」2002年１月25日 
29 「監査基準の改訂に関する意見書 監査基準の改訂について 6.継続企業の前提について」企業会計審議会 
2002年１月25日 
30 「監査基準の改訂をめぐって」座談会 P.22-23  JICPA ジャーナル2002年３月 Vol.14 No.3 
31 「監査報告書作成に関する実務指針」Ⅲ証券取引法監査における監査報告書 1.年度財務諸表に関する監
査報告書 ④継続企業の前提 日本公認会計士協会 2003年１月31日 
32 「ケースブック監査論」P.122-124吉見宏 新世社 2006年３月25日 
33 「監査基準の改訂に関する意見書 監査基準の改訂について」 企業会計審議会 2005年10月28日 
34 金融商品取引法第24条の４の４、第193条の２ 第２項 
35 「財務報告に係る内部統制の評価と監査の基準」企業会計審議会 内部統制部会 2005年12月８日 
36 「コンプライアンスの考え方」P.4-5浜辺陽一郎 中央公論社 2005年２月25日 
37 「現代社会における倫理・教育・コンプライアンス」 P.351-352 武田隆二編 税務経理協会 2007年７
月10日 
38 「同上」P.353-356 武田隆二編 税務経理協会 2007年７月10日 
39 日本経済新聞 2007年11月29日 日経産業新聞 2007年12月９日 
40 日本経済新聞 2006年５月24日 
41 「企業倫理徹底のお願い」日本経済団体連合会 会長御手洗冨士夫 2007年９月25日 
42 その後、公認会計士法の改正と同時に金融商品取引法が一部改正され、公認会計士が、監査の実施にあた
り法令に違反する事実や財務諸表が適正に作成されていないような事実を発見したときは、その事実の内
容などを会社（監査役）に通知することとされた。（改正金融商品取引法 第193条の３ 2007年６月27日
公布 2008年４月１日施行）この公認会計士法等の一部を改正する法律の施行に関して、金融庁に寄せら
れたパブリックコメントでは、法令定款違反の解釈として、粉飾決算以外の食品偽装や欠陥商品などの企
会計コンプライアンスと監査の役割り―会計不正発生の背景と監査機能の拡大― 
 
89
業不祥事についても対象となるかどうかのコメントに対して、金融庁の考え方として、被監査会社の規
模・特性、財務書類の内容などを総合的に勘案して、監査人としての専門的知識・経験に照らして判断す
ると述べられ、その扱いは監査人の判断に委ねられている。（「公認会計士法等の一部を改正する法律の
施行に伴う関係政令・内閣府令（案）」に対するパブリックコメントの結果について 2007年12月７日 金
融庁）従って、コンプライアンス違反に対する監査人の責任がより重くなってきたといえよう。 
 
（2008年１月７日受理） 
 
